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量子光学の基礎実験および量子情報などの応用実験をするための光源として、量子相関をもつ光

や雑音が量子雑音限界以下などの量子特性を持つ非古典光が必要である。このため量子相関を有

する光子数スクイーズド光子対ビームの生成が注目されている。OPO(Optical parametric oscillator)

により得られた量子相関を持つ光子対ビームを用いた条件付け生成方法があるが、高効率で連続

的に生成できない [1]。そこで近年デュアルポート型 SHGによる生成も提案されている [2]。今回

我々は温度整合幅が広く室温で SHGできる PPKTP結晶を用いたデュアルポート型 SHG共振器に

より生成した光子数スクイーズド光子対ビーム生成を報告する。

Fig.1に実験配置を示す。基本光源として波長 1064 nmの固体モノリシック Nd:YAGレーザー

(INNOLIGHT MEPHISTO)を用いた。出力されたビームはモードクリーナーで 10 MHz以上で量

子雑音限界まで雑音低減され、リニア型デュアルポート SHG共振器に入射された。SHG共振器

は曲率半径 50 mmの凹面ミラー 2枚で構成され、入射ミラーは 1064 nmに対し反射率 95.5%、出

射側は HRで共に 532 nmに対し ARコーティングされている。使用した結晶は 1×1×15 mm3の

Type 0 PPKTP結晶である。SH光は結晶の両方向から出力されるデュアルポートの形である。こ

の 2つの出力をそれぞれ取り出しホモダイン検出器 (HD)で強度雑音を調べた。さらにホモダイン

検出器から得られた信号を減算し量子相関を測定した。また共振器の安定性向上のために、共振

器は一体のアルミ box内に配置された。

基本光 1064 nmが共振器に 61 mW入射されたとき、SH光 532 nmが透過側で 21.7 mW、反射

側で 8.7 mWそれぞれ得られた。それぞれを HD検出したとき 0.1 dB、0.05 dBの光子数スクイー

ズド光を観測した。この 2つの信号を減算し強度相関を確認したものが Fig.2である。この図より

量子相関は 0.15 dB程度である。

Fig. 1: Experimental Setup. Fig. 2: Intensity correlation.
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